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｜
消
息
一

日
蘭
交
流
四
百
年
物
故
者
法
要

去
る
平
成
十
二
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）
日
本
最
初
の
蘭
方
内
科
医
、

吉
田
長
淑
（
一
七
七
九
’
一
八
二
四
）
の
墓
が
あ
る
石
川
県
の
曹
洞
宗
棟

岳
寺
（
金
沢
市
石
引
二
丁
目
四
’
六
）
に
お
い
て
表
記
の
法
要
（
実
行
委
員

長
多
留
淳
文
）
が
行
わ
れ
た
。

日
本
医
史
学
会
と
し
て
は
、
蒲
原
宏
理
事
長
が
出
席
さ
れ
、
吉
田
長

淑
墓
前
に
焼
香
（
写
真
）
、
法
要
で
は
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

本
会
理
事
寺
畑
喜
朔
博
士
が
、
吉
田
長
淑
先
生
の
生
涯
と
題
す
る
特
別

講
演
を
行
い
、
参
会
者
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
た
。
参
会
者
は
六
○
名
、

本
学
会
員
は
白
崎
昭
一
郎
北
陸
支
部
長
ほ
か
四
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

法
要
終
了
後
、
石
川
日
藺
協
会
が
結
成
さ
れ
、
毎
年
行
事
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

圭
同
孝
天
記
事
弗
茨
茨
弗
劣
茨
弗
夫
夫
宍
夫
夫
諜
弗
夫
諜
弗
夫

多
留
淳
文

日
蘭
交
流
四
百
年
物
故
者
法
要

平
成
十
二
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）

日
藺
交
流
四
百
年
物
故
者
法
要

御
墓
参
り
（
吉
田
長
淑
墓
前
）

献
茶
（
本
堂
に
て
）

代
表
五
名

裏
千
家
井
奈
宗
孝
氏

於
棟
岳
寺

午
後
一
時
半

吉田長淑墓前に焼香する蒲原宏理事長
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物
故
者
供
養
読
経

式
辞
オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
館
総
領
事ヤ

ン
デ
フ
リ
ー
ス
氏

金
沢
市
長
山
出
保
氏

日
本
医
史
学
会
理
事
長
蒲
原
宏
博
士

一
、
特
別
講
演
午
後
三
時

演
題
吉
田
長
淑
先
生
の
生
涯

Ｉ
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
開
拓
者
Ｉ

前
金
沢
医
科
大
学
教
授
寺
畑
喜
朔
博
士

一
、
懇
親
会
茶
会
、
軽
食
午
後
四
時

日
藺
交
流
四
百
年
物
故
者
法
要
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
多
留
淳
文

実
行
委
員
岡
部
佐
武
郎

平
田
冨
美
子

坂
井
昭
保

赤
座
数
男

高
村
千
波

江
間
富
喜
子

棟
岳
寺
住
職
在
田
全
龍

事
務
局
連
絡
先

電
話
○
七
六
’
二
二
一
’
二
六
四
七

在
田
全
龍

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
平
成
十
二
年
秋
季
大
会
は
同
年
十
一
月
十

二
日
（
日
）
に
第
四
十
回
医
学
史
研
究
会
（
小
松
良
夫
代
表
幹
事
）
と

の
合
同
総
会
と
し
て
大
阪
府
保
険
医
協
会
（
大
阪
市
浪
速
区
）
で
行
な

わ
れ
た
。
今
総
会
の
特
徴
は
「
日
本
学
術
会
議
第
七
部
医
学
史
・
医

哲
学
研
連
委
員
会
」
と
も
共
催
に
な
っ
た
こ
と
で
、
当
日
午
後
ミ
ニ
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
学
資
料
の
保
存
と
管
理
」
と
題
し
て
実
施
さ
れ
た
。

本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
以
前
よ
り
活
発
に
発
言
・
実
践
し
て
お
ら
れ
、
今

回
の
シ
ン
ポ
の
推
進
者
で
も
あ
っ
た
寺
畑
喜
朔
氏
が
座
長
を
つ
と
め
ら

れ
、
最
初
に
「
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
主
旨
」
に
つ
き
述
べ
ら
れ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
は
奥
沢
康
正
、
松
田
武
、
三
宅
宗
純
、
小
松
良
夫
の
各
氏

で
、
松
田
氏
は
「
大
阪
大
学
医
学
部
〃
医
学
史
料
室
〃
」
と
い
う
い
わ
ば

公
的
な
機
関
の
そ
れ
に
つ
い
て
、
小
松
氏
は
個
人
で
「
杏
（
あ
ん
ず
）

資
料
館
」
な
る
二
階
建
て
の
資
料
館
を
建
て
、
結
核
関
係
の
資
料
・
文

献
を
集
め
て
い
た
の
を
一
般
に
公
開
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
三
宅

氏
は
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
彪
大
な
文
書
、
図
書
を
如
何
に
整
理
・

保
管
し
て
い
く
か
に
つ
き
、
奥
沢
氏
は
眼
科
関
係
中
心
の
医
療
機
器
を

Ｊ
Ｒ
の
貨
物
車
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
収
納
、
こ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

管
理
す
る
な
ど
収
集
の
発
想
そ
の
も
の
が
頭
抜
け
て
い
る
。
そ
の
後
の

討
論
で
は
古
書
の
虫
食
い
の
予
防
に
つ
き
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館

の
稲
垣
裕
美
氏
よ
り
専
門
的
な
助
言
を
い
た
だ
く
な
ど
充
実
し
た
も
の

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
平
成
十
二
年
秋
季
大
会

長
門
谷
洋
治


